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令和４年度 景観施策の取り組み実績について 

 

１ 条例の運用状況 

⑴ 景観条例の届出状況 

①届出件数の推移 

 令和４年度の届出件数は 818 件で、前年度に比べて 112 件減少しました。また、エリ

アごとに見ると、まちなかエリアでの届出が約 37%、田園エリアが約 62%、山麓山間部エ

リアが約５%を占め、前年度に比べてまちなかエリア、山麓山間部エリアでの届出割合が

やや増加しました。 

 

 

 

②届出の内容 

 行為の種類については、建築物の新築等が 582 件で最も多く、次いで建築物の外観変

更が 125 件でした。エリアごとの傾向としては、まちなかエリア、山麓山間部エリアで

は建築物の新築等が多く、田園エリアでは外観の変更が多い傾向が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 
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⑵ 屋外広告物の申請状況 

①申請件数の推移 

 令和４年度の申請件数は 109 件で、前年度に比べて 32 件増加しました。規制地域ごとに

見ると、第２種規制地域で 16 件、第３種規制地域で 19 件の申請件数が増加し、第１種規

制地域で３件の申請件数が減少しました。 

 

②申請の内訳 

 行為の種類については、前年度と比較して新規が 23 件、更新が９件増加しました。また、

規制地域ごとにみると、第３種で新規件数が大きく増加し、第２種で更新件数が大きく増

加しました。 

 
 
 

２ 緑のまちづくり事業 

⑴ 記念樹配布 

 令和４年度は要綱改正に伴う経過措置が終了し、新要綱へ完全に切り替わった年度でし

た。当初想定をしていた件数を大きく超える申請数となったため、予算を補正して対応し

ました。 

※令和３年度は要綱改正に伴う経過措置のため、令和２年度対象者を含む人数となってい

ます。そのため、令和４年度と単純な比較はできませんが、参考値として実績を掲載し

ています。 

 

 

 

 

※ カッコ内は屋外広告物の数を示す。 
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⑵ 生垣設置・ブロック塀撤去補助金 

 補助金額については、前年度と比較して、やや減少しましたが植栽された生垣の延長は

前年度より、40.9ｍ増加しました。申請件数については前年度と同じでした。 

 

 

 

３ その他景観施策に関する取り組み状況（周知強化と理解の促進） 

⑴ 理解促進に関する働きかけ 

・市の商工会を通じて、市内で新たに店舗等の開業を計画している事業者へ景観条例、

屋外広告物条例、土地利用条例のまちづくりに関する３つの条例についてまとめたチ

ラシを令和５年２月に配布し、周知を図っています。 
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・記念樹について、お子様が誕生した親権者の方へナッジ理論（行動科学の理論に基づ

くアプローチ）を用いたハガキを送付し、申請を促しました。 

 
 

・３年ぶりの開催となった安曇野環境フェアへ出店しました。クイズに参加してもらい、

安曇野市の景観への関心を高めてもらうと共に、緑のまちづくり事業についての周知を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

⑶ SNS 等をはじめとした様々なツールを活用した情報発信 

・市広報誌「広報あづみの」への掲載 

国土交通省が定める屋外広告物適正化旬間（９月１～10 日）にあわせて、令和４年８

月号に屋外広告物の点検、屋外広告物条例及び景観条例に関する記事を掲載しました。 

また、次ページのとおり市公式 Twitter でも屋外広告物の安全点検について投稿しま

した。 

 

・市公式 Twitter への投稿 

 令和４年８月 30 日 「屋外広告物の点検を」 

 令和４年 10 月７日 「10 月８～９日安曇野環境フェアへ出店します」 

 令和５年１月 16 日 「眺望カードを集めてみませんか？」 

 


